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2011
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ル ハンター BOSS
 167時代で読み解くドラマの法則
　さらに注目すべきは、弁護士・医師・管理職などの「男性職」につく女性の働く姿の描
写の変遷である。90年代にはまだまだ家庭と仕事の両立は困難だと主張する場面が多い
が、2000年代になると結婚しないのも女性の生き方であり、子どもがいても仕事中心で
着実にキャリアアップを目指すといった女性の自立が強調されるようになった。この男性
による経済的支えなしでも生きていける女性の出現は、90年代後半から危惧され始めた
晩婚化の傾向をも反映している。
4.　結果
　これまでの検証から、文化とテレビドラマには 2点の「絡み」の法則があることが明ら
かになった。まず 1つ目の法則は、文化にある変動があった場合、それがドラマに反映さ
れるのはおよそ 3年後だということである。また、その文化的変動が継続的なものであっ
たとして、それが例えば離婚の増加などのように私たちの「日常」になればドラマの題材
としては衰退していく。一方、その文化の変動が前進や改良されていつまでも「日常」と
して定着しなければ、ドラマの題材としても発展し続けることが出来る。女性の社会進出
や男女間の歩み寄りなどがその例として挙げられる。
　2つ目の法則として、図 1のように文化を氷山に喩えて、水面上にある服装などの「見
える文化」と価値観などの「見えない文化」に分類すると、文化側からドラマに伝播され
るのは「見えない文化」からである。これは、ドラマに文化が反映されるのは平均 3年後
という法則 1をもとにして考えると辻褄があう。ドラマは多くの視聴者から共感を得るた
『世界の中心で、
愛をさけぶ』
『大切なことは
全て君が教えて
くれた』
図 1　文化とドラマの相互連関
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168
めに最大公約数的な話題が選ばれがちだが、我々の価値観は文化の変動から多少のタイム
ラグがあって変化するものである。よって、約 3年前の文化を反映すればおおよその価値
観は一致させることが出来ると考えられる。
　一方、ドラマから文化への受け渡しは、主に「見える文化」に対してである。これは、
服装や言葉などは価値観とは違いすぐに反映することができるからだと考えられる。実際
に、ドラマの題名やセリフなどがその年の流行語にノミネートされた例もあり、この法則
の裏付けとなるだろう。
5.　おわりに
　最後に、上記 2点の法則をもとに今後のドラマ界を予想してまとめとしたい。
　今私たちが暮らす日本は、2011年 3月 11日を境に大きく変化した。未曾有の大震災を
経験し、多くのメディアが人々の絆の大切さを訴える機会が激増した。人々もまた、震災
以前よりも実感をもって人との繋がりを意識しているだろう。したがって、今後は家族・
友人・恋人など様々な形の人々の絆を題材にしたドラマが増えると推測される。また、こ
こ数年は AKB48を筆頭に、必死に夢を追いかける姿が注目を集めることが多くなった。
依然として不況にあえぐ日本において、目先のことだけではなく自分の夢に向かって頑張
る姿は多くの人の心に訴えかけるものがあるのだろう。よって、自分の夢に邁進していく
主人公の姿を描いたドラマもヒットすると予想される。
　テレビドラマには、文化を映し出す鏡としての役割がある。ドラマの視聴率は減少傾向
にあるが、今後もその役割を果たすとともに、一種の娯楽として日本に活力を与える存在
であり続けてほしい。
引用・参考文献
大塚明子（2003）『新語死語流行語』集英社．
岡田恵和（2005）『テレビドラマが好きだった』岩波書店．
岡本克己（1993）『現代テレビドラマ作劇法』映人社．
小川淳一（1985）『テレビドラマの世界─現代映像論への試み』ミネルヴァ書房．
香山リカ（2002）『ぷちナショナリズム症候群：若者たちのニッポン主義』中央公論新社．
鈴木哲（2011）『暮らしの年表／流行語　100年』講談社．
鈴木嘉一（2011）『大河ドラマの 50年─放送文化の中の歴史ドラマ』中央公論新社．
須藤公博（2007）『日本史ブロック整理法』駿台予備校．
長澤泰治（2008）『NHKと共に七〇年─わが回想の九〇年』藤原書店．
吉田直哉（1977）『私のなかのテレビ』朝日新聞社．
『厚生労働省』http://www.mhlw.go.jp/index.shtml（アクセス 2012/01/04）．
『保育士の資格・試験ガイド』http://www.hoiku-shi.com/002/ent615.html（アクセス 2012/01/03）．
『テレビドラマデータベース』http://www.tvdrama-db.com/（アクセス 2012/01/03）．
